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東日本大震災から9か月。震災発生時から今日まで、報道機関や大学・大学生、ボランティアは何をしてきたのか。また、これから何ができるのか。
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被災地の大学で教鞭をとりながら、大津波・大地震ボランティアセンター代表を務める新免貢・宮城学院女子大学教授と同大学被災学生、自らも被災しながら壁新聞で被災地を報道し続けた武内宏之・石巻日日新聞報道部長、精神科医で被災者支援やマスメディアに関する著書のある野田正彰・関西学院大学教授、犯罪報道や原発報道をはじめとして報道のあり方について追求し続けている浅野健一・同志社大学教授ら5名のパネリストが震災時の状況、大学・報道機関・ボランティア、今後の復興について語る。
新免貢・宮城学院女子大学教授　　　武内宏之・石巻日日新聞報道部長　　野田正彰・関西学院大学教授

【お問い合わせ先】社会学部・社会学研究科事務室　TEL:(075)251-3411　MAIL:ji-shajm@mail.doshisha.ac.jp
　同志社大学社会学会・社会福祉学科・メディア学科　公開シンポジウム


「東日本大震災・原発事故」


～報道・大学・ボランティアができること～








【日時】12月6日（火）　18:30～21:15


【場所】同志社大学今出川校地（地下鉄烏丸線今出川駅）


　新町キャンパス　臨光館301番教室


◎入場料無料・事前申し込み不要◎








